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第二部　囃子・謡・型

本
稿
で
は
、映
像
に
添
え
る
謡
の
横
書
き
楽
譜
に
お
け
る
三
線
譜
作
成
の
手
順

や
表
記
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
す
る
。

一
、
謡
の
横
書
き
楽
譜
に
つ
い
て

（
一
）　

横
書
き
楽
譜
の
歴
史

は
じ
め
に
、
謡
の
横
書
き
楽
譜
に
お
け
る
歴
史
に
つ
い
て
概
括
す
る
。

謡
の
横
書
き
楽
譜
と
は
、左
か
ら
右
へ
と
時
系
列
に
音
の
高
さ
を
記
し
た
楽
譜

で
あ
る
。
現
在
用
い
ら
れ
る
横
書
き
の
記
譜
法
に
は
、西
洋
芸
術
音
楽
で
用
い
る

五
線
譜
、謡
の
音
階
構
成
音
を
譜
線
に
記
し
た
楽
譜
と
そ
れ
を
応
用
し
た
音
階
の

中
心
と
な
る
音
で
記
す
三
線
譜
な
ど
が
あ
る
。
本
来
、
謡
の
楽
譜
は
、
縦
書
き
の

謡
本
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
、
音
の
高
さ
な
ど
を
横
書
き
で
表
す
こ
と
は
、
西
洋
音

楽
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
ま
ず
明
治
初
期
よ
り
西
洋
音
楽
が
学
校
教
育
に
導
入
さ

れ
、
五
線
譜
の
楽
譜
が
普
及
し
始
め
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）

東
京
音
楽
学
校
内
の
邦
楽
調
査
掛
に
お
い
て
、日
本
伝
統
音
楽
を
対
象
と
す
る
採

譜
事
業
が
な
さ
れ
、
謡
の
五
線
譜
化
も
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
採
譜
が
、
謡
の
横
書

き
楽
譜
の
嚆
矢
と
な
る
。
以
後
、
鈴
木
鼓
村
『
日
本
音
楽
の
話
』（
一
九
一
三
）

の
謡
曲
〈
羽
衣
〉
採
譜
を
は
じ
め
、
田
中
正
平
邦
楽
研
究
室
採
譜
に
よ
る
謡
曲

〈
羽
衣
〉
全
曲
な
ど
を
収
め
た
田
辺
尚
雄
編
『
近
世
日
本
音
楽
集
（
世
界
音
楽
全

集
二
五
）』（
一
九
三
一
）
な
ど
の
複
数
の
楽
譜
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
ヨ
ワ
吟
の
音
階
構
成
音
（
甲
グ
リ
音
・
ク
リ
音
・
上
ウ
キ
音
・
上
音
・

中
ウ
キ
音
・
中
音
・
下
ノ
中
音
・
下
音
）
を
譜
線
上
に
記
し
た
楽
譜
は
、
杉
江
櫻

國『
謡
曲　

独
習
自
在
』（
一
九
一
六
）や
神
田
豊
穂『
観
世
流
節
扱
』（
一
九
二
一
）

を
先
駆
け
と
し
、現
代
ま
で
謡
の
解
説
書
に
多
用
さ
れ
る
。
譜
線
の
数
や
表
記
方

法
に
は
、す
べ
て
の
音
階
構
成
音
を
記
し
た
も
の
や
不
要
な
部
分
を
省
略
し
た
も

の
な
ど
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
記
譜
法
は
、
浅
見
真
高
『
能
の
音
楽
性
と
実
際
』（
一
九
九
三
）

所
収
の
「
横
書
観
世
流
補
助
謡
本
十
二
曲
」
に
お
い
て
、謡
の
音
階
の
中
心
と
な

る
上
音
・
中
音
・
下
音
を
譜
線
と
し
た
三
線
譜
へ
と
改
良
が
試
み
ら
れ
た
。
旋
律

の
捉
え
方
も
単
に
音
の
高
低
を
示
す
だ
け
で
な
く
、基
礎
的
な
フ
シ
の
単
位
が
把

握
で
き
る
実
用
向
き
の
補
助
教
材
と
し
て
の
工
夫
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）　

三
線
譜
の
位
置
付
け

謡
を
横
書
き
で
記
譜
す
る
際
に
、
ど
の
楽
譜
の
種
類
が
適
当
で
あ
る
か
は
、
ど

の
よ
う
な
目
的
で
記
譜
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。西
洋
の
五
線
譜
と
謡
の
三
線

譜
は
、全
く
異
な
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
た
楽
譜
で
あ
る
。
五
線
譜
で

は
音
の
高
さ
が
固
定
さ
れ
、
譜
線
と
譜
線
の
間
が
全
音
の
幅
と
な
る
の
に
対
し

て
、
三
線
譜
の
音
の
高
さ
は
、
演
奏
者
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
三
つ
の
核

と
な
る
音
（
上
音
・
中
音
・
下
音
）
の
譜
線
の
間
が
そ
れ
ぞ
れ
完
全
四
度
と
な

る
。特

定
の
演
奏
を
忠
実
に
記
譜
し
た
い
場
合
、
音
の
高
さ
、
リ
ズ
ム
、
装
飾
音
、
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強
弱
な
ど
の
五
線
譜
の
機
能
や
記
号
を
駆
使
し
、様
々
な
音
楽
的
情
報
を
記
録
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
反
面
、謡
は
声
の
揺
れ
や
ナ
ビ
キ
な
ど
無
意
識
に

音
響
の
変
化
が
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、正
確
な
旋
律
を
捉
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
も
否
め
な
い
。
特
に
、
実
際
に
学
習
用
と
し
て
楽
譜
を
活
用
す
る
場
合
、

固
定
さ
れ
た
高
さ
や
装
飾
音
を
表
記
す
る
五
線
譜
を
見
て
謡
う
と
、主
要
な
音
と

補
助
的
な
音
が
認
識
で
き
ず
に
謡
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
恐
れ
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
三
線
譜
は
、楽
譜
を
読
む
側
で
音
の
高
さ
を
設
定
し
て
謡
う
こ

と
が
で
き
、主
要
な
音
の
動
き
に
限
定
し
て
三
線
譜
上
に
詞
章
を
振
り
分
け
ら
れ

る
た
め
、視
覚
的
に
大
ま
か
な
旋
律
の
流
れ
が
認
識
し
や
す
い
楽
譜
で
あ
る
と
い

え
る
。
今
回
の
能
〈
羽
衣
〉
の
映
像
に
添
え
る
横
書
き
楽
譜
で
は
、謡
に
慣
れ
て

い
な
い
初
心
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、学
習
用
の
補
助
的
な
楽
譜
と
し
て

三
線
譜
の
ほ
う
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
日
本
伝
統
音
楽
の
声
楽
を
み
る
と
、三
線
譜
と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
も

つ
声
明
の
回
旋
譜
に
注
目
で
き
る
。
声
明
の
横
書
き
楽
譜
に
お
い
て
も
近
代
以

降
、
西
洋
の
五
線
譜
化
が
始
ま
る
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
吉
田
恒
三
と
多
紀
道
忍

ら
に
よ
っ
て
、
声
明
の
基
本
音
階
で
あ
る
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
を
五
線
と
す
る

独
自
の
五
線
譜
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
多
紀
の
門
弟
中
山
玄
雄
が
、
そ
の

五
線
譜
上
に
目
安
博
士
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
横
書
き
に
図
像
化
す
る
方
法
を

考
案
し
た
と
さ
れ
、
こ
れ
を
回
旋
譜
と
呼
ぶ
。
こ
の
記
譜
法
は
、「
ユ
リ
」「
マ
ク

リ
」「
ソ
リ
」
な
ど
の
旋
律
型
の
装
飾
的
な
音
の
動
き
を
曲
線
的
に
記
号
化
し
た

も
の
で
あ
り
、
博
士
の
補
助
教
材
と
し
て
各
宗
で
独
自
の
回
旋
譜
が
展
開
さ
れ

る
。こ

の
よ
う
に
謡
の
三
線
譜
と
声
明
の
回
旋
譜
の
記
譜
法
を
比
較
す
る
と
、謡
の

旋
律
型
、つ
ま
り
フ
シ
の
単
位
を
わ
か
り
や
す
く
図
形
化
し
た
表
記
が
三
線
譜
で

は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
の
〈
羽
衣
〉
の
三
線
譜
で
は
、声
明
の

回
旋
譜
の
記
譜
法
を
参
考
に
し
、
新
た
に
フ
シ
の
図
形
化
を
目
指
し
た
。

二
、
映
像
に
添
え
る
た
め
の
新
た
な
表
記
方
法

謡
曲
〈
羽
衣
〉
の
全
曲
を
記
し
た
最
初
の
三
線
譜
と
し
て
、浅
見
真
高
『
能
の

音
楽
性
と
実
際
』
所
収
の
「
羽
衣
全
曲
三
線
譜
」
が
あ
る
。
そ
の
表
記
は
、線
上

に
詞
章
、
産
み
字
、
長
音
な
ど
謡
の
骨
格
の
み
を
記
譜
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

後
書
き
に
は
、
フ
シ
の
扱
い
方
を
教
授
す
る
際
、
実
際
に
稽
古
場
で
使
わ
れ
た
楽

譜
と
記
さ
れ
る
。

今
回
の
横
書
き
楽
譜
は
、上
演
映
像
に
添
え
る
た
め
の
謡
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
役
割
を
担
う
も
の
で
、
初
心
者
が
映
像
を
通
し
て
能
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な

く
、謡
の
基
礎
的
な
フ
シ
の
理
解
を
導
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
口
伝

が
不
可
欠
で
あ
る
謡
い
方
に
お
い
て
も
適
宜
表
記
し
た
楽
譜
と
し
て
、演
者
で
あ

る
謡
い
手
側
の
意
識
を
反
映
さ
せ
た
規
範
譜
を
目
指
し
、視
覚
的
な
表
記
を
考
案

し
た
。

ま
ず
、
譜
面
の
形
式
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

三
線
譜
の
譜
線
は
、ワ
キ
方
高
安
流
と
シ
テ
方
観
世
流
の
音
階
概
念
に
従
い
設

定
し
た
。
ヨ
ワ
吟
の
譜
線
は
、
基
本
の
三
つ
の
音
（
上
音
・
中
音
・
下
音
）
を
実

線
、
補
助
音
（
ク
リ
音
・
上
ウ
キ
音
・
中
ウ
キ
音
・
下
ノ
中
音
）
を
点
線
、
呂
音

（
点
線
）
を
適
宜
に
付
加
し
、サ
シ
や
掛
ケ
合
（
カ
カ
ル
な
ど
）
部
分
は
二
音
（
上

音
・
中
音
）
を
実
線
と
す
る
。
ツ
ヨ
吟
の
譜
線
は
基
本
の
二
音
（
上
音
・
下
音
）

と
す
る
。
地
取
リ
は
基
準
と
な
る
音
の
高
さ
が
定
ま
っ
て
い
な
い
が
便
宜
上
、コ

ト
バ
と
区
別
す
る
た
め
に
一
線
上
に
表
記
し
た
。

こ
の
三
線
譜
は
主
に
旋
律
を
中
心
に
記
譜
し
て
い
る
が
、大
ま
か
な
拍
子
の
目

安
と
し
て
二
拍
、
六
拍
に
拍
線
を
付
加
し
、
三
ツ
地
謡
で
生
じ
る
拍
の
縮
約
箇
所

に
は
、
▼
を
付
加
し
た
。

次
に
、
フ
シ
の
表
記
法
に
お
け
る
三
つ
の
特
徴
を
示
す
。

一
つ
に
、
基
礎
的
な
フ
シ
で
あ
る
ク
リ
・
入
リ
・
マ
ワ
シ
・
フ
リ
・
中
マ
ワ

シ
・
走
リ
の
図
形
的
な
記
譜
を
試
み
た
。
こ
れ
は
、
実
音
を
示
す
も
の
で
は
な
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く
、
声
明
の
回
旋
譜
の
フ
シ
表
記
に
相
当
す
る
も
の
で
、
あ
く
ま
で
目
安
と
な
る

旋
律
を
図
形
的
に
書
き
表
す
と
い
う
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

二
つ
め
は
、
基
礎
的
レ
ベ
ル
の
フ
シ
で
あ
る
ク
リ
・
入
リ
・
マ
ワ
シ
・
フ
リ
・

ハ
ル
・
中
マ
ワ
シ
と
リ
ズ
ム
変
化
の
あ
る
走
リ
の
フ
シ
名
称
も
上
欄
に
記
し
、
譜

面
上
に
表
わ
せ
な
い
フ
シ
独
自
の
音
楽
性
を
映
像
音
源
か
ら
聞
き
取
る
こ
と
を

促
す
よ
う
な
意
図
を
持
た
せ
て
い
る
。

三
つ
め
に
は
、
定
形
化
さ
れ
る
産
み
字
を
片
仮
名
、
長
音
を
直
線
、
装
飾
的
な

フ
シ
の
揺
れ
を
曲
線
で
表
記
し
た
。
こ
れ
は
、謡
い
手
の
感
覚
で
多
様
性
が
生
じ

る
も
の
で
あ
る
が
、
演
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
、
出
来
る
限
り
流
儀
内

の
共
通
し
た
認
識
と
推
測
さ
れ
る
領
域
の
も
の
を
表
記
す
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

三
、
フ
シ
表
記
の
作
成
（
過
程
・
意
図
）
に
つ
い
て

三
線
譜
の
作
成
手
順
と
し
て
、
現
行
の
謡
本
で
あ
る
『
観
世
流
大
成
版
謡
本
』

『
高
安
流
謡
曲
集
』
の
指
示
記
号
と
映
像
音
源
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、
原
案
譜

を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
演
者
で
あ
る
河
村
晴
久
氏
と
有
松
遼
一
氏
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
修
正
を
加
え
て
い
る
。

両
氏
か
ら
聞
き
取
っ
た
情
報
に
は
、
多
く
の
口
伝
の
範
囲
を
含
む
内
容
が
み

ら
れ
た
。
謡
の
学
習
と
し
て
や
は
り
口
伝
が
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、実
践
で
変
化

の
生
じ
や
す
い
歌
唱
技
法
を
ど
の
段
階
ま
で
表
記
し
て
い
く
か
、研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

特
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
シ
オ
リ
・
ク
リ
・
マ
ワ
シ
・
ウ
キ
の
表
記
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
。

ワ
キ
の
一
声
に
あ
る
ツ
ヨ
吟
の
シ
オ
リ
に
お
い
て
、ツ
ヨ
吟
特
有
の
息
の
強
さ

で
音
が
変
化
し
て
い
く
ナ
ビ
キ
と
旋
律
の
動
き
の
表
記
が
検
討
さ
れ
た
。修
正
後

に
は
、
曲
線
の
動
き
に
よ
っ
て
旋
律
を
表
記
し
て
い
る
が
、
謡
い
手
側
の
意
識
で

は
音
程
変
化
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、息
の
深
さ
や
強
さ
が
シ
オ
リ
の
本
来
の
特

徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
厳
密
に
は
、実
音
の
響
き
と
は
異
な
る

表
記
と
な
っ
た
。

シ
テ
方
の
ヨ
ワ
吟
に
あ
る
ク
リ
で
は
、河
村
氏
か
ら
「
息
を
使
っ
て
音
を
繰
り

上
げ
か
ら
、下
へ
ク
ル
ッ
と
回
し
て
上
げ
る
よ
う
な
」
と
い
う
よ
う
な
手
振
り
で

ご
教
示
頂
い
た
。
や
は
り
口
伝
に
よ
っ
て
体
感
す
る
、立
体
的
な
息
の
流
れ
を
楽

譜
上
で
平
面
的
に
捉
え
て
表
記
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、そ
の
感
覚
を
許
容

な
範
囲
で
曲
線
に
反
映
さ
せ
た
。

マ
ワ
シ
に
つ
い
て
、
入
リ
の
表
記
と
の
区
別
が
検
討
さ
れ
た
。
マ
ワ
シ
は
、
楷

書
で
謡
う
よ
う
に
角
有
の
直
線
と
し
て
表
記
し
て
い
る
。こ
れ
は
初
心
者
が
謡
う

マ
ワ
シ
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
角
が
取
れ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る

が
、
そ
れ
は
中
級
、
上
級
レ
ベ
ル
の
実
践
技
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
入
リ
に
つ

い
て
は
、
マ
ワ
シ
よ
り
息
が
緩
や
か
に
下
げ
ら
れ
る
た
め
、
角
な
し
の
直
線
で
書

き
分
け
た
。

ウ
キ
は
旋
律
に
お
け
る
装
飾
的
な
要
素
で
あ
り
、
そ
の
扱
い
は
流
儀
内
で
も

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
た
め
表
記
す
る
か
ど
う
か
検
討
さ
れ
た
。
今
回
は
、

流
儀
内
で
あ
ま
り
謡
わ
な
い
扱
い
は
除
き
、あ
る
程
度
映
像
音
源
に
従
い
表
記
し

て
い
く
方
法
を
取
っ
た
。決
し
て
楽
譜
通
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
音
が
浮
き
上
が
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、音
の
流
れ
を
表
記
す
る
こ
と
で
フ
レ
ー
ズ
感
が
よ
り

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
た
修
正
作
業
か
ら
、謡
う
箇
所
や
謡
い

手
の
多
様
性
を
包
括
で
き
る
表
記
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
ま
た
、記
譜
す
る

こ
と
が
不
可
能
な
息
の
角
度
、
強
弱
、
深
浅
な
ど
の
発
声
の
側
面
に
も
十
分
考
慮

し
、慎
重
に
表
記
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
痛
感
す
る
。
こ
の
新
た
な

視
覚
的
工
夫
を
加
え
た
横
書
き
楽
譜
に
よ
っ
て
、初
心
者
が
正
し
い
謡
い
方
の
道

筋
を
見
出
し
、
さ
ら
に
表
記
で
き
な
い
謡
の
音
楽
性
に
も
興
味
を
持
つ
糸
口
と

な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

最
後
に
添
付
さ
れ
た
横
書
き
楽
譜
（
三
―
四
）
の
注
釈
を
掲
げ
る
。
こ
の
注
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釈
は
、演
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
流
儀
内
の
習
慣
的
な
謡
い
方

や
検
討
さ
れ
た
表
記
上
の
工
夫
な
ど
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
釈　
　

楽
譜
内
ピ
ー
ス
番
号
﹇
小
段
名
﹈：

二
﹇
一
声
﹈：
ツ
ヨ
吟
入
マ
ワ
シ
…
音
程
よ
り
も
息
の
強
さ
・
太
さ
・
角
度
な
ど
を
重
視

し
て
謡
わ
れ
て
い
る
。

三
﹇
一
声
﹈、
二
二
﹇
上
歌
﹈：
ツ
ヨ
吟
シ
オ
リ
…
旋
律
を
辿
る
の
で
は
な
く
、
真
っ
す
ぐ

発
声
し
た
も
の
を
強
い
息
の
力
で
徐
々
に
た
わ
ん
で
い
く
よ
う
な
感
覚
で
謡
わ
れ

る
。

四
﹇
一
声
﹈：
観
世
流
大
成
版
謡
本
で
は
オ
サ
エ
だ
が
、
高
安
流
謡
本
で
は
サ
ゲ
ズ
の
マ

ワ
シ
と
な
る
。
但
し
段
の
句
末
の
た
め
や
や
抑
え
気
味
に
な
る
。

六
、八
、一
四
﹇
名
ノ
リ
サ
シ
﹈、
二
七
﹇
上
歌
﹈、
六
三
﹇
カ
カ
ル
﹈：
句
末
に
あ
る
「
オ

サ
エ
」
を
↓
で
表
記
。
息
を
抑
え
て
音
を
や
や
下
げ
る
よ
う
な
息
の
扱
い
を
す
る
。

八
﹇
名
ノ
リ
サ
シ
﹈：「
め
い
げ
つ
」
…
高
安
流
で
は
「
つ
」
の
含
を
発
音
し
な
い
口
伝
も

あ
る
。

﹇
下
歌
﹈﹇
上
歌
﹈
の
謡
い
方
…
実
践
で
は
習
慣
的
に
ツ
ヨ
吟
の
上
音
・
下
音
の
音
の
高
さ

や
音
程
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
。

五
九
、六
一
﹇
カ
カ
ル
﹈:

﹇
カ
カ
ル
（
掛
ケ
合
）﹈
の
三
字
オ
ト
シ
…
高
安
流
で
は
三
字
オ

ト
シ
と
な
る
が
、
シ
テ
方
各
流
儀
に
フ
シ
の
異
同
あ
り
。
観
世
流
で
は
フ
シ
が
付
か

な
い
た
め
、
実
践
で
は
シ
テ
や
囃
子
に
配
慮
し
た
謡
い
方
の
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

六
三
﹇
カ
カ
ル
﹈：
句
末
の
中
音
に
下
が
る
箇
所
は
、
実
際
少
し
音
高
を
浮
か
し
て
謡
わ

れ
る
。
次
に
上
音
か
ら
謡
う
﹇
上
歌
﹈
へ
の
移
行
を
取
り
持
つ
役
割
が
あ
る
。

六
四
﹇
上
歌
﹈：
曲
中
で
初
め
て
地
謡
が
謡
う
﹇
上
歌
（
初
同
）﹈
は
、
そ
れ
ま
で
の
﹇
カ

カ
ル
﹈
の
上
音
と
は
実
際
は
異
な
る
音
の
高
さ
で
謡
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
玄
人
間

で
は
、
羽
衣
の
﹇
上
歌
﹈
と
し
て
の
位
取
り
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
る
。
曲
ご
と

に
位
取
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
同
じ
上
音
で
あ
っ
て
も
曲
趣
の
違
い
で
音
の
高
さ

が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
一
一
﹇
地
取
リ
﹈：
地
取
リ
に
あ
る
詳
細
な
旋
律
は
表
記
し
て
い
な
い
が
、
地
取
リ
特

有
の
フ
レ
ー
ズ
感
な
ど
の
息
扱
い
が
み
ら
れ
る
。

一
一
七
﹇
ク
リ
﹈：
本
ユ
リ
の
表
記
は
楷
書
の
謡
い
方
で
あ
り
、
フ
シ
の
揺
ら
し
方
に
は

様
々
な
扱
い
が
あ
る
。

一
二
〇
﹇
サ
シ
﹈：
句
末
の
中
音
を
実
際
に
は
少
し
音
を
浮
か
し
て
謡
い
、
次
の
句
の
中

音
も
同
じ
高
さ
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
流
儀
内
の
習
慣
的
な
謡
い
方
で
あ
る
。


